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春春日日市市ののままちちづづくくりりにに関関すするるアアンンケケーートト 

 

【ご協力をお願いします。市民の皆さまの声をお聞かせください。】 

市民の皆さまには、日ごろから市政にご理解とご協力をいただき、

深く感謝申し上げます。 

この度、春日市は、今後の市政の方向性を検討するための基礎資
料として活用するため、市民の皆さまの市政に対するお考えやニー

ズ、暮らしの状況などについて調査いたします。 

お忙しいところ恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いた
だき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

市民の皆さまの率直なご意見をお聞かせください。 

令和４年９月          

春日市長  井 上 澄 和  
 

【調査票の取扱いについて】 

１ この調査は､１８歳以上の市民の方から２，０００人を無作為に抽出し、お願いするものです。 

対象者に選定されたことに特別な理由はありません。 

２ この調査は、無記名の調査であり、統計的に処理しますので、回答により個人が特定される

ことはありません。 

３ 回答いただいた内容は、調査の目的以外には使用いたしません。 
 

【記入方法】 

１ 原則、封筒の宛名のご本人が回答してください。何らかの事情でご本人の回答が難しい場 

合は、ご家族または日常ご本人のことをよくわかっている方が回答ください。 

２ 回答は、設問ごとの指示に従ってご記入ください。なお、誤って記載した場合は、はっきり

と二重線で取り消してください。 
 

【回答方法】 以下のいずれかの方法でご回答ください。 

１ ご記入いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れ、令和４年 10月４日

（火）までに投函くださいますようお願いいたします。 

  ※ 調査票、返信用封筒に、氏名や住所の記載は必要ありません。 

２ パソコンやスマートフォンを使って、以下のURLまたはQRコードからウェブページにアク

セスいただき、令和４年 10月４日（火）までにご回答 

くださいますようお願いいたします。 

URL : https://questant.jp/q/kasuga202209 

 

【お問合せ先】 

春日市役所 経営企画課 企画担当 ＴＥＬ ０９２－５８４－１１１１（代表） 

QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です 
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① 性別 １．男性 ２．女性 ３．その他 

② 年代 

１．18～20歳代 ２．30歳代 ３．40歳代 

４．50歳代 ５．60～64歳 ６．65～69歳 

７．70～74歳 ８．75歳以上  

③ 住まいの小学校区 

１．春日小学校 ２．春日北小学校 ３．春日東小学校 

４．春日原小学校 ５．春日西小学校 ６．須玖小学校 

７．春日南小学校 ８．大谷小学校 ９．天神山小学校 

10．春日野小学校 11．日の出小学校 12．白水小学校 

13．わからない（お住いの地区・町→             ） 

④ 春日市における 

居住年数 

１．１年未満 ２．1～３年未満 ３．３～５年未満 

４．５～10年未満 ５．10～20年未満 ６．20年以上 

⑤ 転入の有無 

１．春日市で生まれ、市内に住み続けている 

２．春日市で生まれ、市外に出たが戻ってきた 

３．春日市外で生まれ、就学・就職（転職含む）を機に転入してきた 

４．春日市外で生まれ、結婚を機に転入してきた 

５．春日市外で生まれ、｢３｣「４」以外の理由で転入してきた 

  （転入した理由：                    ） 

⑥ 住居の種類 

１．戸建て（持家） ２．戸建て（賃貸） 

３．集合住宅（持家） ４．集合住宅（賃貸） 

５．社宅・寮 ６．その他（             ） 

⑦ 家族の構成員数 

（回答者を含む） 

１．単身（あなた1人） ２．２人 ３．３人 

４．４人 ５．５人 ６．６人以上 

⑧ 同居者 

（複数回答可） 

１．配偶者 ２．子ども ３．親 ４．兄弟・姉妹 

５．祖父母 ６．孫 ７．いない（ひとり暮らし） 

８．その他（            ） 

（→⑧で「１．配偶者を選
択した方のみ） 
⑨ 世帯の働き方 

１．夫のみ働いている ２．妻のみ働いている 

３．共働きである ４．夫婦ともに退職している 

５．その他（             ）  

（同居の有無に関わらず
子どものいる方のみ） 
⑩ 子どもの人数 

未就学児（     ）人 小学生（     ）人  

中学生以上の学生（     ）人 社会人（     ）人  

⑪ 就労の形態 

１．自営業経営者 ２．会社等役員 

３．家族従事者・家業手伝い ４．正社員・正職員 

５．契約社員・派遣社員 ６．パート・アルバイト 

７．専業主婦・主夫 ８．学生 

９．無職（退職者含む）  

最初に、あなたやあなたのご家族のことについて、おたずねします。 
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問１ 春日市を住みやすいまちだと思いますか。（〇は１つだけ） 

１．住みやすい ３．どちらかと言えば住みにくい 

２．どちらかと言えば住みやすい ４．住みにくい 

 

≪問１-１は、問１で、「１．住みやすい」、「２．どちらかと言えば住みやすい」と回答した方だけにお尋ね

します。≫ 

問１-１ 春日市が住みやすいと感じる理由は何ですか。（〇は３つまで） 

 

１．福岡市に近く、地理的な優位性が高い 

２．鉄道やバスなど交通の利便性が高い 

３．就労場所が豊富、近い 

４．土地代が安く住宅が建てやすい 

５．子育て環境（支援施策、施設）が充実している 

６．教育環境（支援施策、施設）が充実している 

７．医療福祉施設、医療福祉施策が充実している 

８．高齢者福祉施設、支援施策が充実している 

９．文化施設、スポーツ施設、公民館が充実している 

10．身近な場所での買い物の利便性が高い 

11．道路が整備され、渋滞が少なく、安全で快適な交通が確保されている 

12．防災、防犯施策によって安心して暮らせる 

13．地域のつながりが強い 

14．若者が増加、いきいきしている 

15．高齢者の活躍の場が多い 

16．その他（                              ） 

「まちの住みやすさ」について、おたずねします。 
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≪問１-２は、問１で、「３．どちらかと言えば住みにくい」、「４．住みにくい」と回答した方だけにお尋

ねします。≫ 

問１-２ 春日市が住みにくいと感じる理由は何ですか。（〇は３つまで） 

 

問２ 今後も春日市に住み続けたいと思いますか。（〇は１つだけ） 

１．住み続けたい ３．どちらかといえば市外に移りたい 

２．どちらかといえば住み続けたい ４．市外に移りたい 

 

≪問２-１は、問２で「１．住み続けたい」「２．どちらかと言えば住み続けたい」と回答した方だけにお

尋ねします。≫ 

問２-１ あなたが、春日市に住み続けたい理由は何ですか。（〇は３つまで） 

１．福岡市から遠く、地理的な優位性が低い 

２．鉄道やバスなど交通の利便性が低い 

３．就労場所が少ない、遠い 

４．土地代が高く住宅が建てにくい 

５．子育て環境（支援施策、施設）が充実していない 

６．教育環境（支援施策、施設）が充実していない 

７．医療福祉施設、医療福祉施策が充実していない 

８．高齢者福祉施設、支援施策が充実していない 

９．文化施設、スポーツ施設、公民館が充実していない 

10．身近な場所での買い物の利便性が低い 

11．道路が整備されておらず、渋滞が多く、安全で快適な交通が確保されていない 

12．防災、防犯面で不安を感じる 

13．地域のつながりが弱い 

14．若者が減少、活力がない 

15．高齢者の活躍の場が少ない 

16．その他（                              ） 

１．親や親せき、または知人や友人が近くにいる 

２．高齢者になっても暮らしやすい 

３．保育・教育環境が整っている 

４．職場や学校への交通の便がよい 

５．自然環境がよい 

６．普段の買い物などが便利 

７．春日市に愛着があるから 

８．自然災害の影響が少ない 

９．希望する価格、広さの住まいが確保できるから 

10．その他（                            ） 
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≪問２-２は、問２で「３．どちらかといえば市外に移りたい」「４．市外に移りたい」と回答した方だけ

にお尋ねします。≫ 

問２-２ どのような条件が整えば、春日市に住み続けたいですか。（〇は３つまで） 

１．希望する価格、広さの住まいが確保できる 

２．保育・教育環境が充実している 

３．高齢者への支援が充実している 

４．春日市内で就職ができる 

５．徒歩やバスの範囲に便利な施設が整っている 

６．普段の買い物などが便利 

７．交通機関が充実している 

８．その他（                            ） 

 

問３ あなたは春日市が好きですか。（〇は１つだけ） 

１．好き ３．どちらかといえば嫌い 

２．どちらかといえば好き ４．嫌い 

 

問４ あなたは春日市に対して「自分のまち」としての愛着や誇りをどの程度感じていますか。 

（〇は１つだけ） 

１．とても感じている →問 4-1へ ３．あまり感じていない 

２．どちらかというと感じている →問 4-1へ ４．感じていない 

 

≪問４-１は、問４で「１．とても感じている」、「２．どちらかというと感じている」と回答した方だけに

お尋ねします。≫ 

問４-１ あなたは春日市のどのようなところに愛着や誇りを感じていますか。（〇は３つまで） 

１．生まれ育ったところだから 

２．買い物など日常生活に便利なところ 

３．交通の便（公共交通・道路整備）がよいところ 

４．スポーツセンター、野球場などスポーツ施設が充実しているところ 

５．文化センター、図書館など文化施設が充実しているところ 

６．春日市の歴史や史跡 

７．春日市民が親切で人情味があるところ、近所づきあいなど 

８．緑豊かな自然環境 

９．その他（                             ） 
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問５ 春日市では、次に掲げる４２項目の「春日市の望ましいまちの姿」を目指して様々な施策を実施し

ています。下記の各項目について「（Ａ）満足度」、「（Ｂ）重要度」のそれぞれに、１つずつ○をつけて

ください。 

（Ａ）満足度 ： 各項目について、現在の「まち」の状況にどの程度満足していますか。 

（Ｂ）重要度 ： 各項目を推進するための施策は、どの程度重要だと思いますか。 

 
 
 

春日市の望ましいまちの姿 

（Ａ）満足度 （Ｂ）重要度 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

あ
ま
り 

重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

記入例 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

１ まちづくりや福祉、防犯など各分野で、市民

の活動が活発であり、多くの生活の場面を

支えている。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

２ 住民の交流の機会が多く、地域の連帯感を

感じる。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

３ 人権を尊重する風土がある。 ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

４ 地域社会において、男女が平等に参画する

風土がある。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

５ 市民は、リサイクルに関心が高く、ごみの出

し方、分別などのルールも守られており、適

切なごみの処理が行われている。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

６ 防犯に対する住民の意識が高く、地域ぐるみ

で防犯の取組が行われている。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

７ 地元の商店や商店街に活気があって、地域

との一体感が感じられる。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

８ 日常生活を営む上で困窮している市民の自

立に対する地域社会や制度の支えがある。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

９ 高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らす

ことができる地域社会や制度の支えがある。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

10 高齢者が社会参加する機会が多く、高齢者

の多くが生きがいを感じて活動している。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

11 仕事と育児の両立を支援する地域社会や制

度の支えがある。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

 

あなたの「まちづくり」へのお考えについて、おたずねします。 

各項目に 1つずつ○ 各項目に 1つずつ○ 
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春日市の望ましいまちの姿 

（Ａ）満足度 （Ｂ）重要度 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

あ
ま
り 

重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

12 育児不安を解消し、子育てを楽しく余裕を持

って行うことができる地域社会や制度の支

えがある。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

13 子どもたちが元気に遊ぶ場や機会が地域に

多い。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

14 障がい者に対する市民の理解が進んでお

り、障がいがある人もない人も共に生活し、

社会参加ができる共生社会である。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

15 障がい者が住み慣れた地域で安心して暮ら

すことができる地域社会や制度の支えがあ

る。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

16 市民の健康意識が高く、健康診断の受診や

定期的な運動、生活習慣の改善に取り組む

市民が多い。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

17 子どもたちは、学校教育を通じて生きる力

を育み、健やかに成長している。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

18 家庭・地域・学校が連携して、子どもを育む

地域の輪が広がっている。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

19 生涯を通じて多様な学習を行い、自らの能

力を伸ばす場や機会が整っている。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

20 市民が行っている生涯学習の成果を、ボラ

ンティアや地域活動などで社会に活かすこと

ができる。  

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

21 文化芸術にふれたり、参加する機会が多い。  ４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

22 歴史遺産や文化財が保全・継承・活用されて

おり、市民の誇りとなっている。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

23 生涯にわたってスポーツを楽しむ条件が整

っている。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

24 土地利用に関する規制や地域のまちづくり

の協定が機能しており、良好な住環境が形

成されている。  

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

25 街並みは、周囲の環境と調和する景観が形

成されている。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

26 駅周辺は、市の玄関口として整備されてお

り、交通、商業拠点としてにぎわっている。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 



 8 

春日市の望ましいまちの姿 

（Ａ）満足度 （Ｂ）重要度 

満
足 

や
や
満
足 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

あ
ま
り 

重
要
で
な
い 

重
要
で
な
い 

27 春日原駅周辺は、歩道等が整備されており、

歩きやすく快適である。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

28 市内の自動車交通は、渋滞が少なく、安全で

快適な交通が確保されている。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

29 バス、鉄道などの便がよく、通勤、通学や市

内の移動がスムーズである。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

30 歩道が整備されており、歩きやすく快適で

ある。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

31 道路の標識、信号などが整備されており、交

通事故が発生しにくい環境が整っている。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

32 街路樹、ため池の保全、生け垣、花壇など、

緑化が進んでおり、緑あふれる都市である。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

33 公園が整備されており、市民の憩いの空間

になっている。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

34 騒音、振動、悪臭などの生活公害が防止さ

れ、快適な生活環境が保全されている。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

35 水害や地震などの自然災害に対し、避難場

所の周知、地域の防災組織の備えなど、日ご

ろから準備されている。  

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

36 消防・救急体制が充実しており、安心して暮

らすことができる。 
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

37 上水道（飲み水）は、安定的に供給されてお

り、不安のない生活を送ることができる。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

38 行政の情報が開示、提供されており、市民

は、まちづくりの状況をよく知っている。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

39 市民は、行政への参画に熱心で、市民と行政

が手を取り合ってまちづくりが進んでいる。  
４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

40 無駄を省いたり、業務を民間に委託したり、

事務を他の市町村と共同で行ったりするな

ど、効率的な行政が営まれている。  

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

41 行政手続き（申請や証明書発行など）のオン

ライン化など、デジタル化を推進することに

より、市民の利便性が向上している。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 

42 市議会は、市民の多様な意見を市政に適切

に反映させるため、活発な議会活動が行わ

れている。 

４ ３ ２ １ ４ ３ ２ １ 
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問６ 長期的な視点（今後１０年間）で見て、春日市の今後のまちづくりの方向性に関する次のア、イ、ウ

の設問について、あなたがそう思う番号を下の表（１から４２）から５つまで選び、記入してくださ

い。 

ア 今後、春日市が優先的に推進すべきもの（下表から５つまで選び番号記入） 

     

イ 今後、春日市が取り組むまちづくりとして、優先順位が低いもの 

（アに記入した番号と重複できません）（下表から５つまで選び番号記入） 

     

ウ 今後、市民が地域活動やボランティア活動で積極的に関わった方がよいもの 

（アとイに記入した番号と重複可能です）（下表から５つまで選び番号記入） 

     

 

◎ 下表の１～４２は、問５でお尋ねした「春日市の望ましいまちの姿」の４２項目に対応しています。 

１ 市民活動の活性化 

２ 地域住民の交流の促進 

３ 人権の尊重 

４ 男女平等参画 

５ リサイクルの促進 

６ 防犯意識の向上 

７ 商店街の活性化 

８ 生活に困窮している市民の自立支援 

９ 高齢者の生活支援 

10 高齢者の社会参加の促進 

11 仕事と育児の両立支援 

12 育児不安の解消 

13 子どもの遊び場の創出 

14 障がい者の社会参加の促進  

15 障がい者の生活支援 

16 健康意識の向上 

17 学校教育の充実 

18 子どもを育む地域の輪の創出 

19 生涯学習の場の提供 

20 生涯学習成果の機会の提供 

21 文化芸術にふれる機会の充実  

22 歴史遺産や文化財の保全、継承、活用 

23 スポーツを楽しむ環境整備 

24 良好な住環境の形成 

25 景観の整備 

26 駅周辺のにぎわいの創出 

27 春日原駅周辺の歩道整備 

28 安全で快適な交通の確保 

29 バス、鉄道など公共交通の整備 

30 歩道整備  

31 交通標識の整備 

32 緑化の推進 

33 公園の整備 

34 公園の利用マナーの向上 

35 自然災害対策の充実 

36 消防、救急体制の充実 

37 上水道の安定供給 

38 行政の情報開示 

39 市民の行政への参加意欲の向上 

40 行政運営の効率化 

41 行政手続きのオンライン化 

42 市議会の活発な議会活動 
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問７ 現在、春日市では協働のまちづくりを推進していますが、あなたは、地域活動やボランティア活

動などを行っていますか。（〇は１つだけ） 

１．活動している →問８へ 

２．活動していないが、活動してみたいという気持ちはある →問９～問１１へ 

３．活動していない →問１２へ 

 

≪問８は、問７で、「１．活動している」と回答した方だけにお尋ねします。≫ 

問８ 現在、どのような分野で活動していますか。（〇は１つだけ） 

１．保健・医療・福祉の増進 

２．社会教育、生涯学習の推進 

３．まちづくり、自治会活動への参加 

４．学術、文化財、文化、芸術、スポーツの 

振興 

５．環境保全 

６．災害救援活動 

７．地域安全活動 

８．人権の擁護、平和の推進 

９．国際交流活動・国際協力 

10．男女共同参画社会の形成の促進 

11．子どもの健全育成、学校教育の支援 

12．情報化社会の発展 

13．科学技術の振興 

14．経済活動の活性化 

15．職業能力の開発、雇用機会の拡充の支援 

16．消費者の保護 

17．その他（             ） 

 

≪問９～１１は、問７で、「２．活動していないが、活動してみたいという気持ちはある」と回答した方

だけにお尋ねします。≫ 

問９ どのような分野で活動してみたいと思いますか。（〇はいくつでも） 

１．保健・医療・福祉の増進 

２．社会教育、生涯学習の推進 

３．まちづくり、自治会活動への参加 

４．学術、文化財、文化、芸術、スポーツの 

振興 

５．環境保全 

６．災害救援活動 

７．地域安全活動 

８．人権の擁護、平和の推進 

９．国際交流活動・国際協力 

10．男女共同参画社会の形成の促進 

11．子どもの健全育成、学校教育の支援 

12．情報化社会の発展 

13．科学技術の振興 

14．経済活動の活性化 

15．職業能力の開発、雇用機会の拡充の支援 

16．消費者の保護 

17．その他（             ） 

 

地域活動やボランティア活動について、おたずねします。 
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問１０ 活動をしてみたいと思う動機は何ですか。（〇は１つだけ） 

１．困っている人を助けたい 

２．地域や社会をよくしたい 

３．新しい人と出会いたい 

４．自分の技術、能力、経験を活かしたい 

５．何か新しく感動できる体験をしたい 

６．就職や進学に有利になるようにしたい 

７．自分のやりたいことを発見したい 

８．その他（            ） 

 

問１１ 現在、活動していない理由は何ですか。（〇は１つだけ） 

１．時間の確保ができない 

２．どうやって始めたらよいか、わからない 

３．何をしたいかがはっきりしていない 

４．その他（            ） 

→問１３へお進みください。  

 

≪問１２は、問７で、「３ 活動していない」と回答した方だけにお尋ねします。≫ 

問１２ 活動をしてみたいと思わない理由は何ですか。（〇は１つだけ）  

１．興味や関心がないから 

２．自分のことで精一杯だから 

３．仕事が忙しく余裕がないから 

４．趣味や余暇活動を優先したいから 

５．いまの地域活動に魅力を感じないから 

６．外出できない事情があるから 

７．その他（             ） 
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問１３ 日ごろ、ご近所の方とどのような付き合い方をしていますか。（〇は１つだけ） 

１．困っているとき（病気や悩み、事故など）に 

相談したり、助け合ったりする 

２．一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに 

声をかけあう程度 

３．たまに立ち話をする程度 

４．会えばあいさつをする程度 

５．付き合いはほとんどない 

６．その他（            ） 

 

問１４ あなたの住んでいる地域満足度はいかがですか。 

次のアからコまでのそれぞれの項目について、あなたの考えに最も近い番号１つに○ 

をつけてください。（各項目に 1つずつ○） 

項  目 満足 
まあまあ

満足 
普通 

やや 

不満 
不満 

記入例 ５ ４ ３ ２ １ 

ア 近所との付き合い ５ ４ ３ ２ １ 

イ 自治会の活動 ５ ４ ３ ２ １ 

ウ 地域での活動（福祉･ボランティア） ５ ４ ３ ２ １ 

エ 公民館で行われる文化教養活動 ５ ４ ３ ２ １ 

オ 保健・福祉の情報提供・相談体制 ５ ４ ３ ２ １ 

カ 買い物などの便利さ ５ ４ ３ ２ １ 

キ 交通などの便利さ ５ ４ ３ ２ １ 

ク 地域の防災体制 ５ ４ ３ ２ １ 

ケ 地域の防犯体制 ５ ４ ３ ２ １ 

コ 地域の交通安全対策 ５ ４ ３ ２ １ 

 

地域での生活について、おたずねします。 
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問１５ 地域の暮らしの中でおこる生活上の問題で、住民同士で助け合う協力関係が必要だと考えるこ

とは何ですか。（〇は２つまで） 

１．ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯への支援  

２．障がいのある人への支援  

３．子育てで悩んでいる家庭への支援  

４．健康づくりへの支援  

５．青少年の健全育成への支援  

６．災害時の助け合い  

７．地域の防犯  

８．その他（                                           ）  

９．特になし 

 

 

 

 

問１６ 地震や風水害などの災害に対してどのような備えをしていますか。（〇はいくつでも） 

１．水や食料などの非常食を備蓄している 

２．避難場所や集合場所などについて、家族で話し合っている 

３．近所同士で、いざというときの助け合いのための話し合いをしている 

４．市の情報メール・公式SNSへの登録 

５．その他（                              ） 

６．特に何もしていない 

 

問１７ あなたの地域での災害時の避難場所をご存じですか。（〇は１つだけ） 

１．知っている             ２．知らない 

 

 

 

 

 

防災に関することについて、おたずねします。 
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問１８ コミュニティ・スクールのことを知っていますか。（〇は１つだけ） 

※ コミュニティ・スクール…学校と家庭、地域が連携協力して子どもを育てる仕組みとして、市

内全小中学校で導入されています。 

１．名称もその内容も知っている →問１９へ 

２．名称だけ知っている →問１９へ 

３．全く知らない →問２０へ 

 

≪問１８で、「１．名称もその内容も知っている」、「２．名称だけ知っている」と回答した方だけにお尋ね

します。≫ 

問１９ コミュニティ・スクールについて最初に知ったのは、どのようなかたちでですか。 

（〇は１つだけ） 

１．市報かすが ６．テレビ（ケーブルテレビを含む。） 

２．春日市ウェブサイト ７．新聞 

３．市長出前トーク ８．家族や知人から聞いて 

４．学校からの配付物や説明 ９．その他 

５．自治会だより （                       ） 

→問２4へお進みください。 

 

問２０ コミュニティ・スクールの取り組みには、次のようなものがありますが、参加したことがあります

か。（〇は１つだけ） 

※ 取り組み例…児童の登下校見守り、校外引率、夏休みの公民館学習支援（公民館寺子屋）、丸付

け先生、授業補助（家庭科、生活科、習字等の指導や見守り）、総合的な学習の時間等での特別講

師（ゲストティーチャー） など 

１．はい →問２１へ ２．いいえ →問 22へ 

 

≪問２１は、問２０で「１．はい」と回答した方だけにお尋ねします。≫ 

問２１ コミュニティ・スクールのどの活動に参加しましたか。（〇はいくつでも）  

１．児童の登下校見守り 
５．授業補助 

（家庭科、生活科、習字等の指導や見守り） 

２．校外引率 
６．総合的な学習の時間等での特別講師 

（ゲストティーチャー） 

３．夏休みの公民館学習支援 

（公民館寺子屋） 

７．その他 

（                     ） 

４．丸付け先生  

コミュニティ・スクールについて、おたずねします。 



 15 

≪問２２は、問２０で「２．いいえ」と回答した方だけにお尋ねします。≫ 

問２２ コミュニティ・スクールの取り組みに、今後、参加したいと思いますか。（〇は１つだけ） 

１．はい →問２３へ 

２．機会、時間があれば参加したい →問２３へ 

３．いいえ →問２４へ 

４．わからない →問２４へ 

 

≪問２３は、問２２で「１．はい」または「２．機会、時間があれば参加したい」と回答した方だけにお尋ね

します。≫ 

問２３ どのような活動に参加したいと思いますか。（〇はいくつでも） 

１．児童の登下校見守り 
５．授業補助 

（家庭科、生活科、習字等の指導や見守り） 

２．校外引率 
６．総合的な学習の時間等での特別講師 

（ゲストティーチャー） 

３．夏休みの公民館学習支援 

（公民館寺子屋） 

７．その他 

（                     ） 

４．丸付け先生  
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問２４ 春日市の行政情報を、主にどの方法で入手していますか。（〇は３つまで） 

１．市報かすが 

２．春日市ウェブサイト 

３．春日市 LINE公式アカウント 

４．春日市総合情報メール 

５．春日市の SNS（ツイッター、インスタグラムなど） 

６．テレビやラジオなどのニュース 

７．新聞 

８．その他（              ） 

問２５ 市報かすがをどの程度読んでいますか。（〇は１つだけ） 

１．全ページ読む 

２．必要な記事だけ読む 

３．パラッとめくる程度読む 

４．全く読まない 

 

問２６ 今後の市報かすがの運用について、以下の質問に対するあなたのお考えをお聞かせください。 

問２６-１ 市報の発行回数はどれくらいがいいと思いますか。（春日市では、市報よりもタイミングよ

く情報をお届けする方法として、ＬＩＮＥや動画などを活用した情報発信を進めています。）

（〇は１つだけ） 

１．月に２回（現在とおなじ） 

２．月に１回 

３．２ヶ月に１回 

４．その他（                          ） 

 

問２６-２ 市報かすがは全世帯に配付されていますが、今後はどのような配付がよいと思いますか。

（〇は１つだけ） 

１．引き続き全世帯に配付するべき 

２．希望する世帯にのみ配付するべき 

３．希望しない世帯には配付しない 

４．公共施設においておく程度で十分 

５．その他（                           ） 

行政情報の収集についておたずねします 
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問２７ 結婚（事実婚を含む）に関する状況及びお考えについてお答えください。（〇は１つだけ） 

１．結婚している（または結婚していた） →問 28へ 

２．結婚していないが、いずれは結婚するつもり →問 30へ 

３．結婚していないし、するつもりはない。 →問 27-1へ 

 

≪問２７-１は、問２７で「３．結婚するつもりはない」と回答した方だけにお尋ねします。≫ 

問２７-１ 結婚するつもりがない理由は何ですか。（〇は３つまで） 

１．結婚する必要を感じないから 

２．仕事にうちこみたいから 

３．趣味や娯楽を楽しみたいから 

４．独身の自由さや気楽さを失いたくないから 

５．結婚したいと思う相手にまだめぐり会わないから 

６．異性とうまくつきあえないから 

７．経済的に困難であるから 

８．結婚生活のための住居のメドがたたないから 

９．親や周囲が結婚に同意しないから 

10．その他（                            ） 

 

≪現在、結婚している方にうかがいます（それ以外の方は問３０へお進みください）≫ 

問２８ あなたにとって理想的なお子さんの数と、実際に持てると思う（持てた）お子さんの数は 

それぞれ何人ですか。 

１．理想（       ）人      ２．実際（       ）人 

 

 

結婚の状況や意向についておたずねします 

※問 27～問 29 は、若い世代の結婚から妊娠・出産・子育てまでの希望がかなうまちづくりを進

めるため、結婚・妊娠・出産、子育てについての意識や不安要因を分析するためのものです。回

答が難しい質問については無回答でも構いませんので、できる限り調査へのご協力をお願い申

し上げます。 
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≪理想的なお子さんの数よりも実際に持てると思う（持てた）お子さんの数が少ない方にうかがいま

す≫ 

問２９ 理想的なお子さんの数よりも実際に持てると思う（持てた）お子さんの数が少ないのはどうしてで

すか。（〇は３つまで） 

１．子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

２．家があまり広くないから 

３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから 

４．子どもがのびのび育つ環境ではないから 

５．自分や夫婦の生活を大切にしたいから 

６．年齢上の理由から 

７．これ以上育児の心理的、肉体的負担に耐えられないから 

８．健康上の理由から 

９．ほしいけれどもできないから 

10．配偶者の家事育児への協力が得られないから 

11．配偶者が望まないから 

12．末子が夫の定年退職までに成人してほしいから 

13．その他（                              ） 
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問３０ 「男は仕事、女は家庭」という考え方があります。あなたは、この考え方にどの程度同感します

か。（〇は１つだけ） 

１．同感する 

２．ある程度同感する 

３．あまり同感しない 

４．同感しない 

 

問３１ 次にあげるような分野で男女の地位は平等になっていると思いますか。 

次の（ア）から（オ）のそれぞれについて、あなたの気持ちに最も近いものを選んでください。 

（各項目に 1つずつ○） 

※項目ごとに横に見てお答えください 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

平
等
で
あ
る 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る 

わ
か
ら
な
い 

（ア）家庭生活で ⇒ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（イ）職場で ⇒ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）法律や制度のうえで ⇒ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）社会通念、慣習、しきたりなどで ⇒ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（オ）地域活動・社会活動の場で ⇒ １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

男女平等参画に関することについて、おたずねします。 



 20 

問３２ あなたは、子どもの育て方についてどのような考え方をお持ちですか。次の（ア）から（エ）のそ

れぞれについて、あてはまるものを選んでください。（各項目に 1つずつ○） 

※項目ごとに横に見てお答えください 

 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
う 

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い 

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば 

そ
う
思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

（ア）性別に関わらず、同等に仕事を持ち、経済的 

に自立できるよう育てる 
⇒ １ ２ ３ ４ ５ 

（イ）性別に関わらず、炊事・掃除・洗濯などの生 

活に必要な技術を身につけるよう育てる 
⇒ １ ２ ３ ４ ５ 

（ウ）幼い時から男女の区別をしないで同じように 

育てる 
⇒ １ ２ ３ ４ ５ 

（エ）女の子は女の子らしく、男の子は男の子らし 

く育てる 
⇒ １ ２ ３ ４ ５ 

 

問３３ この３年間くらいのうちに、あなたはパートナー（配偶者や恋人）から次のようなことをされた

ことがありますか。次の（ア）から（エ）のそれぞれについて、あてはまるものを選んでください。

（各項目に 1つずつ○） 

※項目ごとに横に見てお答えください 

１
・２
度
あ
っ
た 

何
度
も
あ
っ
た 

ま
っ
た
く
な
い 

（ア） 
なぐったり、けったり、物を投げつけたり、突き飛ばしたりす

るなどの身体に対する暴行を受けた 
⇒ １ ２ ３ 

（イ） 

人格を否定するような暴言や交友関係を細かく監視するな

どの精神的な嫌がらせを受けた。あるいは、自分もしくは家

族に危害が加えられる恐怖を感じるような脅迫を受けた 

⇒ １ ２ ３ 

（ウ） 嫌がっているのに性的な行為を強要された ⇒ １ ２ ３ 

（エ） 
必要な生活費を渡さない、貯金を勝手に使う、借金をさせ

る、デート代を常に払わせるなどされた 
⇒ １ ２ ３ 
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問３４ 人口減少が進行していった場合に生じる社会への影響について、次のうち、影響が大きいと考

えること及び不安に感じることは何ですか。（〇は３つまで） 

１．国や地方が税収減となり、行政サービスが低下 

２．年金の減額、社会保険料や医療費の増額など、社会保障に係る個人の負担増 

３．地域を支える担い手の不足や地域活力の低下 

４．労働力人口の減少などによる地域産業の衰退 

５．人口減少による消費減などで、商店街などの中心部のにぎわいが喪失 

６．地域の伝統や文化の衰退・喪失 

７．スポーツ、文化、娯楽などの余暇を楽しむ施設・環境の縮減 

８．それほど影響はない 

９．その他（                             ） 

 

問３５ 人口減少を克服し活力ある社会を目指して、春日市が今後取り組むべきことについて、最も重

視すべきことは何だと思いますか。（〇は１つだけ） 

１．良質な住環境を形成し、都市機能を充実させる取組 

２．移住の促進や定住・Ｕターンなどの取組 

３．結婚・出産・子育ての希望をかなえる取組 

４．人口減少社会でも安心して暮らせる地域を目指す取組 

５．地域の活性化やにぎわいを創出する取組 

６．その他（                             ） 

 

問３６ 春日市が、人口の流出を抑え、流入を増やす取組を行う際に、どのような取組に力を入れるべ

きだとお考えになりますか。（〇は３つまで） 

１．移住者、Ｕターン者の増加に向けた情報発信やサポート体制の充実 

２．正規雇用の拡大や雇用のミスマッチ解消 

３．起業など若者がチャレンジしやすい環境の整備 

４．道路等のインフラ整備や公共交通機関の充実 

５．駅前周辺の整備など地域の活性化やにぎわい作り 

６．妊娠・出産・子育ての切れ目のない支援 

７．その他（                             ） 

 

春日市の人口減少問題について、おたずねします。 
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問３７ 春日市がこれから少子化に歯止めをかけるため、どういった取組に力を入れるべきだとお考

えになりますか。（〇は３つまで） 

１．結婚につながる出会いの機会創出の促進 

２．仕事と生活の調和（ワークライフバランス）を推進するなどの働き方の見直し 

３．妊娠・出産しても安心して働き続けられる職場環境整備の支援 

４．妊娠・出産・子育てに関する相談体制や医療体制の整備 

５．子育て・教育における経済的な負担の軽減 

６．多子世帯に対する支援の充実 

７．幼児教育や少人数学級などによる教育環境の充実 

８．待機児童の解消、病児・病後児保育、一時・休日保育、放課後児童クラブ等の保育環境の充実 

９．生命の大切さ、家庭の大切さといった価値観の醸成 

10．その他（                             ） 
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問３８ 現在、春日市における不燃物のごみ袋は３０リットル（中）の１種類ですが、違う大きさのごみ袋

を追加する必要があると思いますか。追加する場合は、どの種類が必要ですか。 

（不燃物の種類ごとに 1つずつ○） 

不燃物の種類 追加する必要はない 
４５ℓ（大）を 

増やして欲しい 

１５ℓ（小）を 

増やして欲しい 

記入例 １ ２ ３ 

陶器・金属類 １ ２ ３ 

びん・カン １ ２ ３ 

ペットボトル・ 

白色トレイ 
１ ２ ３ 

 

問３９ スーパーマーケットなどで行われているペットボトル、白色トレイ、色柄付トレイ、牛乳パック、ア

ルミ缶などの店頭回収を利用していますか。利用している場合は、利用頻度についてお答えくだ

さい。 

（廃棄物の種類ごとに 1つずつ○） 

廃棄物の種類 
利用して 

いない 

１週間に 

１回以上 

２週間に 

１回 

３週間に 

１回 

1カ月に 

１回以下 

記入例 １ ２ ３ ４ ５ 

ペットボトル １ ２ ３ ４ ５ 

白色トレイ １ ２ ３ ４ ５ 

色・柄付トレイ １ ２ ３ ４ ５ 

牛乳パック １ ２ ３ ４ ５ 

アルミ缶 １ ２ ３ ４ ５ 

その他 １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

不燃物の収集方法について、おたずねします。 



 24 

 

 

 

問４０ ≪自由記述欄≫ 

 

 

 

お忙しい中、調査にご協力いただき、ありがとうございました。この調査の結果を、春日

市の今後のまちづくりに役立てさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ご記入がすみましたら、同封の返送用封筒（切手は不要です）に入れて、 

令和４年 10月４日（火）までにご投函ください。 

最後に、市政について、ご意見などありましたら、お聞かせください。 


